
く「横荘鉄道工事関係書類」(6105)よ り>

大
正
四
（
一
九

一
五
）
年
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り

横
荘
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
横
手
本
荘
間
の
軽
便

鉄
道
敷
設
の
認
可
が
与
え
ら
れ
た
。
明
治
四
十
三

（
一
九

一
〇
）
年
の

「軽
便
鉄
道
法
」
で
私
鉄
線

の
敷
設
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
、
大
正
期
に
入
る

と
全
国
で
地
方
交
通
の
私
鉄
線
が
国
鉄
幹
線
を
補

う
形
で
敷
設
さ
れ
た
。
横
荘
鉄
道
も
そ
の
時
代
に

登
場
し
た
私
鉄
会
社
で
あ
る
。

敷
設
認
可
を
受
け
た
後
、
実
際
の
敷
設
工
事
に

あ
た
っ
て
は
、
国
か
ら
工
事
方
法
書
の
認
可
を
受

け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
横
荘
鉄
道
株
式
会
社
は
大

正
六
年
二
月
に
路
線
敷
設
認
可
を
受
け
る
が
、
機

関
車
の
図
面
が
未
確
定
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
翌

年
七
月
に
工
事
方
法
書
変
更
願
を
提
出
し
た
。

上
の
青
写
真
は
、
七
年
段
階
で
確
定
し
た
機
関

車
図
面
で
あ
る
。
機
関
車
は
、
鉄
道
院
か
ら
二
輌

譲
渡
さ
れ
た
。
明
治
十
九

（
一
八
八
六
）
年
に
英

国
で
製
造
さ
れ
た
「ナ
ス
ミ
ス
ウ
井
ル
ソ
ン
会
社
」

一
二
〇
〇
型
で
あ
る
。
大
正
の
当
時
と
し
て
も
既

に
古
い
型
で
あ
っ
た
が
、
二
号
機
関
車
は
横
荘
線

で
昭
和
三
十
四

（
一
九
五
九
）
年
ま
で
走
り
続
け
、

沿
線
の
人
び
と
か
ら

「横
荘
ッ
コ
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
た
。

（公
文
書
課
　
柴
田
知
彰
）



県
職
員
の
職
務
利
用
に
つ
い
て

当
館
に
引
き
継
が
れ
た
公
文
書
は
、

完
結
し
て
三
〇
年
後
に
歴
史
資
料
と
し

て
公
開
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
引
継
ぎ

は
保
存
期
間
が
終
了
し
た
時
点
で
行
わ

れ
る
の
で
、
早
い
も
の
で
三
年
後
、
遅

い
も
の
で
も
十

一
年
後
に
当
館
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引

継
ぎ
か
ら
二
〇
～
三
〇
年
を
か
け
て
資

料
整
理
↓
評
価
選
別
↓
廃
棄
↓
公
開
非

公
開
の
判
断
↓
作
成
原
課
と
の
協
議
と

い
う
過
程
を
経
て
公
開
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
県
職
員
が

職
務
の
た
め
に
過
去
の
公
文
書
を
参
照

し
た
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
に
、

当
館
で
は

「県
職
員
公
文
書
閲
覧
借
用

要
綱
」
を
定
め
て
、
県
職
員
が
職
務
の

た
め
に
当
館
の
未
公
開
公
文
書
を
閲
覧

借
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

本
来
は
保
存
期
間
が
終
了
し
て
廃
棄

さ
れ
る
は
ず
の
公
文
書
が
、
当
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
職

員
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
河
川
の
工

事
を
す
る
た
め
に
過
去
の
権
利
関
係
を

調
べ
て
み
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
申
請
に
伴

う
過
去
の
条
例
を
確
認
す
る
、
公
文
書

の
公
開
請
求
の
た
め
に
過
去
の
文
書
を

探
す
、
と
い
っ
た
職
務
の
利
用
の
た
め

に
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
県
職
員
が
当
館

を
訪
れ
、
文
書
を
開
覧
借
用
し
て
い
き

ま
す

（中
に
は
文
書
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
）
。
そ
こ
で
今
回

は
、
当
館
を
よ
く
職
務
で
利
用
す
る
県

職
員
か
ら

”利
用
者
の
声
“
を
き
い
て

み
ま
し
た
。

本
庁
の
河
川
課
の
管
理
担
当
主
事
の

佐
藤
重
任
さ
ん
は
、
当
館
の
利
用
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
ま
す
。

「土
木
事
務
所
用
地
課
も
し
く
は
土

木
部
河
川
課
に
は
、
過
去
の
行
政
行
為

に
よ
っ
て
自
ら
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
を
も
つ
方

が
訪
ね
て
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ

っ
た
と
き
、

ま
ず
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

『事
実
』
を
調
査
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
過
程
の
中
で
、
申
し
出
が
誤
解
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
の

誤
解
を
解
く
た
め
の
資
料
を
用
意
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
ほ
ど
誠
実

な
言
葉
よ
り
も
、
事
実
を
示
す
書
類
の

方
が
他
人
を
説
得
す
る
こ
と
を
多
く
の

人
が
知

っ
て
い
ま
す
。
公
文
書
館
に
は
、

私
た
ち
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
必
要

な
公
文
書
が
、
補
綴
さ
れ
体
系
づ
け
ら

れ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
私
た
ち
は
、
土
木
行
政

へ
の
疑
い
を

も
つ
方
々
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
、
公

文
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
」

河
川
課
は
土
本
部
内
の
課
で
あ
り
、

工
事
関
係
の
書
類
の
中
で
権
利
関
係
の

文
書
な
ど
は
、
永
年
保
存
と
し
て
当
館

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
工
事

を
担
当
す
る
地
方
部
の
土
木
事
務
所
で

も
事
情
は
同
じ
で
、
秋
田
土
木
事
務
所

の
管
理
担
当

の
佐
藤
智
仁
さ
ん
も
、

「仕
事
に
必
要
な
書
類
を
探
し
に
行
く

が
、
き
ち
ん
と
仕
分
け
さ
れ
て
お
り
古

い
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
利
用
で
き
て
大
変
便
利
で

あ
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

当
館
が
公
文
書
を
引
き
継
い
で
い
る

の
は
、
知
事
部
局
の
す
べ
て
の
機
関
か

ら
で
あ
り
、
地
理
的
に
当
館
に
近
い
本

庁
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
方
機
関
の

職
員
も
職
務
の
た
め
に
当
館
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

未
公
開
資
料
の
閲
覧
利
用
が
県
職
員

に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、　
一
般

利
用
者
に
は
な
い
特
権
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
く
ま
で
も
利
用
対
象
は

「所
属

課
所
が
そ
の
事
務
を
所
管
し
て
い
る
公

文
書
」
で
、
利
用
目
的
も

「職
務
上
」
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
職
員
で
あ
っ
て

も
個
人
的
に
利
用
す
る
と
き
は

一
般
利

用
者
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
未
公
開
資
料
に
つ
い
て
、
公
文

書
公
開
条
例
に
よ
る
請
求
で

一
般
に
も

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（公
文
書
課
）

引継公文書の配架状況
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平
成
七
年
度
に
秋
田
県
布
達
集

（秋

田
県
立
図
書
館
蔵
）
の
マ
イ
ク
ロ
撮
影

を
行
い
、
前
年
の
秋
田
県
史
料

（国
立

公
文
書
館
蔵
）
及
び
秋
田
県
布
達
集
に

続
く
、
秋
田
県
近
代
史
の
基
礎
資
料
と

考
え
ら
れ
る
資
料
群
の
複
製
本
化
の
計

画
を
検
討
し
た
「

館
職
員
の
ひ
と
り
が
か
つ
て
学
校
史

編
纂
の
た
め
に
県
議
会
の
会
議
録
を
利

用
し
た
際
に
、
議
会
事
務
局
に
明
治
初

年
以
来
の
会
議
録
が
す
べ
て
揃

っ
て
お

り
、
研
究
目
的
以
外
の

一
般
の
利
用
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ

た
。
他
機
関
で
は
、
秋
田
県
立
図
書
館

が
所
蔵
し
て
い
る
会
議
録
は
、
昭
和
二

十
年
以
前
は
三
二
冊

（明
治
二
冊
、
大

正

一
四
冊
、
昭
和
六
冊
）
の
み
で
あ
り
、

明
治
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
当
館
で
は
県
庁
か
ら
引
き

継
い
だ
公
文
書
の
中
に
、
県
議
会
に
関

す
る
簿
冊
二

一
四
冊
、
県
参
事
会
に
関

す
る
簿
冊
九
九
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、

会
議
録
は
昭
和
二
年
の
も
の
が
三
分
冊
、

大
正
四
年
の
県
参
事
会
会
議
録
が

一
冊

あ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
県
議
会
に

関
す
る
刊
行
本
と
し
て
『秋
田
縣
政
史
』

上
下
巻

（秋
田
県
議
会
編
、
昭
和
三
十
、

三
十

一
年
発
行
）
が
あ
る
。

以
上
の
状
況
か
ら
、
平
成
八
年
度
の

マ
イ
ク
ロ
撮
影
事
業
と
し
て
、
県
議
会

会
議
録
の
撮
影
を
す
る
こ
と
に
し
、
予

備
調
査
と
し
て
、
平
成
八
年
二
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
、
平
成
七
年
度
分
ま
で

の
県
議
会
会
議
録
の
目
録
作
成
を
行

っ

た
。
そ
の
結
果
、
手
書
き
の
原
本
と
印

刷
物
、
印
刷
物
ど
う
し
の
重
複
を
含
め

て
五
六
六
冊
の
会
議
録
を
確
認
し
た
。

昭
和
二
十
年
ま
で
の
分
で
四
六
四
冊
で

あ

っ
た
。
そ
の
後
、
参
事
会
会
議
録
は

手
書
き
で
あ
り
朱
筆
に
よ
る
訂
正
が
あ

る
た
め
、
公
開
は
で
き
な
い
旨
が
議
会

事
務
局
よ
り
言
い
渡
さ
れ
、
印
刷
さ
れ

た
刊
行
物
の
み
の
公
開
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
撮
影
は
昭
和
二
十

年
ま
で
の
刊
行
物
の
み
を
対
象
と
す
る

こ
と
と
し
、
資
料
借
用
は
平
成
八
年
七

月
二
日
か
ら
十

一
月

一
日
ま
で
、
全
部

で
二

一
八
冊
で
あ
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
撮
影
は
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
行
わ
れ
、
撮
影
冊
数

一
七
〇
冊

（重
複
を
除
い
た
議
会
事
務
局
の
も
の

一
六
九
冊
と
議
会
事

務
局
に
は
な
か
っ
た

県
立
図
書
館
所
蔵
の

明
治
十

一
年
の
会
議

録

一
冊
）
、
リ
ー
ル
数

四
五
巻
、
撮
影
コ
マ

数
四
九
二
六
五
コ
マ

で
あ
っ
た
。
こ
の
会

議
録
は
歴
史
資
料
と

し
て
貴
重
で
あ
り
、

全
巻
揃

っ
て
閲
覧
で

き
る
と
こ
ろ
は
な
い

の
で
、
一
般
の
利
用
が
で
き
る
形
で
提
供

す
べ
き
と
い
う
考
え
で
、今
年
度
の
予
算

に
よ
り
写
真
帳
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
た
び
、
明
治
十

一
年
か
ら
昭
和
二

十
年
ま
で
の
全
三
九
二
冊
が
で
き
、
閲

覧
室
の
低
書
架
に
配
架
し
た
。

会
議
録
の
資
料
名
は
議
事
録

。
決
議

録

。
会
議
日
誌
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
正
式
名
称
で

あ
る

「秋
田
県
議
会
会
議
録
」
を
資
料

群
の
名
称
と
し
た
。

秋
田
県
議
会
会
議
録
は
、
既
に
複
製

本
が
配
架
済
み
の
秋
田
県
史
料
、
秋
田

県
布
達
集
、
秋
田
縣
報
と
と
も
に
、
明

治
期
か
ら
昭
和
戦
前
の
県
政
を
知
る
上

で
最
も
基
礎
的
な
資
料
で
あ
り
、
他
の

複
製
本
と
同
様
に
電
子
複
写
が
で
き
る

の
で
、　
一
般
の
人
々
の
多
く
の
利
用
を

期
待
し
た
い
。

な
お
、
資
料
全
体
の
内
容
等
に
つ
い

て
目
録
を
作
成
し
利
用
の
便
を
図
っ
た
。

内
容
的
に
は
不
備
な
点
も
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
が
、
資
料
群
全
体
の
解
題
を

手
が
け
る
ま
で
、
ご
了
承
願
い
た
い
。

最
後
に
、
原
本
の
撮
影
及
び

一
般
利

用
を
許
可
さ
れ
た
県
議
会
事
務
局
及
び

秋
田
県
立
図
書
館
に
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

（公
文
書
課
　
佐
藤

隆
）

右

会̈
議
録
原
本

上 :会議録写真帳
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近
世
を
通
じ
、
全
国
の
村
々
で
は
入

会

・
境
界
な
ど
土
地
を
め
ぐ
る
争
論
が

頻
繁
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

争
論
の
行
方
は
村
落
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
な
か
で
も
藩
境
を
対
象
と
し

た
争
論
は
、
当
該
村
落
に
限
ら
ず
藩
全

体
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、

秋
田
藩
と
南
部
藩
と
の
間
に
生
じ
た
境

争
論
は
、
論
地
で
あ
る
山
野
が
森
林
資

源

。
鉱
産
資
源
な
ど
を
豊
富
に
抱
え
る

た
め
、
そ
の
帰
属
が
両
藩
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
と
な

っ
た
。
秋
田
藩
は
、
こ

の
南
部
藩
と
の
境
争
論
の
ほ
か
に
、
隣

接
す
る
諸
藩
と
の
間
に
数
々
の
境
争
論

を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
境
争
諭
は
、

い
ず
れ
も
幕
府
の
裁
決
を
う
け
て

一
応

の
決
着
を
み
る
。
こ
の
と
き

「裁
許
絵

図
」
と
い
わ
れ
る
史
料
が
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

裁
許
絵
図
と
は
、
論
地
の
絵
図
上
に

裁
決
で
定
め
ら
れ
た
境
界
線
を
墨
書
し
、

一暴
面
に
裁
決
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
藩
境
や
郡
境
の
裁
許
絵
図
に
は
、

当
時
の
幕
府
の
三
奉
行
の
連
印
の
ほ
か
、

老
中
の
加
印
も
必
要
と
さ
れ
た
。
当
館

に
は
、
こ
の
裁
許
絵
図
と
思
わ
れ
る
史

料
が
数
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
保
呂
羽
山
争
論
と
そ
の

裁
許
絵
図
を
と
り
あ
げ
る
。

争
論
の
舞
台
は
、
秋
田
藩
領
の
八
沢

木
村
と
亀
田
藩
領
の
羽
広
村
と
の
間
に

位
置
す
る
保
呂
羽
山
麓
で
あ
る
。
『
国

一・　
　
　
　
　
・　
一一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
．　
　
一

典
類
抄
』
軍
部

「御
境
目
」
に
よ
る
と
、

貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
の
秋
田
役
人

の
境
検
分
を
は
じ
め
、
元
禄
期
に
か
け

て
保
呂
羽
山
境
に
つ
い
て
の
両
藩
に
よ

る
交
渉
の
動
き
が
確
認
で
き
る
。
し
か

し
両
藩
の
交
渉
は
進
ま
ず
、
元
禄
十
三

年
八
月
、
幕
府
か
ら
久
保
田
長
五
郎
、

須
田
二
郎
右
衛
門
の
二
名
が
検
使
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
。
彼
ら
に
よ
る
実
地
検

分
を
ふ
ま
え
、
十
二
月
に
幕
府
評
定
所

よ
り
裁
決
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
作
成
さ
れ
た
裁
許
絵
図
の

一異
書
に
よ
る
と
、
保
呂
羽
山

一
帯
は
八

沢
木
村
内
、
つ
ま
り
秋
田
藩
領
に
属
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
裁
決
は
秋
田
藩
に

一
一
　

　

有
利
と
な

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
た
だ
し
、
保
呂
羽
山
頂

の
波
宇
志
別
神
社
の
神
主
職

に
つ
い
て
は
、
羽
広
村
な
ど

の
他
村
よ
り
そ
の
職
を
勤
め

る
者

へ
の
妨
げ
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
境
争
論
に
信
仰
の

問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
点

が
、
す」
の
保
呂
羽
山
争
論
の

特
徴
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
争
論
は
裁

許
後
も
続
く
。
元
禄
十
五
年

に
は
、
坂
部
村
の
帰
属
に
関

し
て
八
沢
木
、
羽
広
両
村
は

「ハ沢木村羽広村争論裁許絵図」 (元禄 13年 )
(県C-320-2)(296cm× 370cm)

再
び
幕
府
の
裁
許
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
裁
許
か
ら
百
年
ほ
ど
過
ぎ
た

文
化
期
に
も
両
村
の
間
で
争
論
が
再
燃

し
、
互
い
に
境
塚
を
築
く
取
り
決
め
を

し
て
い
る
こ
と
が
、
当
館
所
蔵
の
証
文

類
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
裁
許
絵
図
を
は
じ
め
と
し
た

境
争
論
に
関
す
る
史
料
は
、
幕
府

。
他

藩
と
の
政
治
的
交
渉
の
過
程
の
み
な
ら

ず
、
論
地
に
生
活
す
る
地
域
住
民
の
動

向
を
探
る
う
え
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ

る
と
い
え
る
。（古
文
書
課
　
加
藤
昌
宏
）

主な藩境争論と裁許絵図

争■論■名 関喜村名(藩 1名) 暴暴罐鷲77言i
強   首
地 境 争 論

強首・九升田(秋田)

宿村 (矢島)江原田(亀田)

県 C62(原本)ほか写あり
寛文 12年 (1672)H月 12日

台藪

山谷地争論

寺館尻引 (秋田・矢島)

北野目 (亀 田)大沢 (矢島)

県 C‐ 140(原本)ほか写あり
寛文 12年 (1672)11月 12日

田
論緻争

南
境

花輪・毛馬内 (南部)

十二所・沢尻 (秋田)ほか

県 C-344(原本)ほか写あり
延宝 5年 (1677)6月 4日

通
論掛賠

八
地

峰吉川・寺館尻引 (秋田)

寺館尻引 (矢島)

県 C-48(写)ほか
延宝 8年 (1680)12月 22日

保 呂 羽 山
争   論

八沢木 (秋田)

羽広 (亀田)

県 C3202(原 本)はか写あり
元禄 13年 (1700)12月 12日
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当
館
所
蔵
資
料
の
内
、
秋
田
藩
が
作

成

。
収
集
し
た
資
料
は
、
伝
来
の
過
程

か
ら
分
類
す
る
と
、
次
の
Ｉ
～
Ⅳ
の
よ

う
に
な
る
。

Ｉ
　
藩
↓
秋
田
県

Ⅱ
　
藩
↓
秋
田
県
↓
秋
田
図
書
館

Ⅲ
　
藩
↓
佐
竹
家
↓
秋
田
図
書
館

Ⅳ
　
藩
↓
個
　
人
↓
秋
田
図
書
館

明
治
二
年
、
最
後
の
藩
主
で
あ

っ
た

佐
竹
義
尭
が
久
保
田
知
藩
事
に
任
命
さ

れ
、
城
内
に
あ

っ
た
資
料
が
、
佐
竹

一

家
に
関
す
る
も
の
と
行
政
関
係
と
に
分

け
ら
れ
、
佐
竹
氏
に
関
す
る
も
の
は
佐

竹
家
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。

行
政
関
係
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、

秋
田
県
に
引
き
継
が
れ

（
「た
よ
り
」

５
号
参
照
）
、
佐
竹
家
に
引
き
継
が
れ

た
も
の
の
う
ち
、　
一
部
は
昭
和
十
七
年

に
小
林
昌
治
氏
に
譲
ら
れ

（現
千
秋
文

庫
蔵
）
、
秋
田
市
千
秋
公
園
内
の
佐
竹

別
邸
に
あ
っ
た
資
料
が
、
昭
和
二
十
六

年
秋
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の

文
書
群
が
秋
田
図
書
館
に
よ
っ
て

「佐

竹
文
庫

（宗
家
と

と
し
て
整
理
さ
れ

（請
求
記
号
Ａ
Ｓ
）
、
平
成
五
年
に
当
館

に
移
管
さ
れ
た
。

秋
田
図
書
館
で
は
、
日
本
十
進
法
分

類
に
基
く
同
館
の
郷
土
資
料
分
類
基
準

に
よ
り
整
理
し
た
。
当
館
で
も
利
用
者

の
便
宜
を
優
先
さ
せ
、
現
段
階
で
は
こ

の
整
理
記
号

・
番
号
で
閲
覧
に
供
し
て

い
る
。

「佐
竹
文
庫
」
に
は
約
六
千
件
の
資
料

が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
藩
政
期
の

基
本
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

有
職
故
実

。
儀
式
典
礼
に
関
す
る
も

の
の
う
ち
、
「国
典
類
抄
」
は
秋
田
図

書
館
時
代
に
翻
刻

・
刊
行
さ
れ
た
。

利
用
頻
度
の
高
い
系
図

。
家
譜

・
由

緒
書

・
伝
記
等
は
、
佐
竹
氏
に
関
す
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
藩
士
の
も
の
も

一

部
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

「佐
竹

家
譜
」
は
故
原
武
男
氏
に
よ
り
刊
行
さ

れ
た

（東
洋
書
院
）
。
ま
た
九
代
藩
主

佐
竹
義
和
の
家
譜
と
同
時
に
編
纂
さ
れ

た

「御
亀
鑑
」
は
、
秋
田
図
書
館
と
当

館
に
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
は

「佐
竹
文
庫
」

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が

（伝
来
過
程

Ⅱ
）
、
そ
の
成
立
過
程
を
知
る
う
え
で

重
要
な

「被
仰
渡
控
帳
」
は
こ
の
文
庫

に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

藩
の
政
治
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、

幕
府
と
の
往
復
文
書
類
が
多
数
あ
り
、

こ
の
な
か
に
は

「領
知
判
物
写
」
や

「国
日
付
下
向
記
録
」
等
が
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
幕
末
に
家
老
を
つ
と
め

た
宇
都
宮
孟
綱
の
日
記
も
あ
る

（翻
刻

済
、
未
刊
行
）
。

若
君

・
姫
君
の
誕
生
記
録
な
ど
、
佐

竹
家
の
冠
婚
葬
祭
に
関
わ
る
資
料
も
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
佐
竹
家

に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
「佐
竹
文
庫
」

の
文
書
群
と
し
て
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

「国典類抄」 (原本)の一部

(県ABCD)(A記号他)(AS)(A記号
秋田県公文書館
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畢

前
期
　
八
月
二
十
六
日
～
九
月

二
十
四
日

一●
一●
一●
雀
■
一一十
■
二
■
卜
■
■―‐‐
十
〓
早
濡
＝
一

今
年
は
秋
田
新
幹
線
が
開
通
し
、
奥

羽
線
開
通
以
来
と
も
言
え
る
県
内
交
通

の

一
大
画
期
を
迎
え
ま
し
た
。
県
内
で

は
二
月
の
新
幹
線
開
通
以
来
、
鉄
道
に

関
す
る
様
々
な
企
画
や
催
し
物
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
公
文
書
館
で
も
、
県
民
の

皆
様
の
関
心
の
高
ま
り
を
考
え
、
企
画

展
で
鉄
道
関
係
の
県
庁
文
書
を
公
開
い

た
し
ま
し
た
。

展
示
し
た
県
庁
文
書
は
、
秋
田
で
初

め
て
鉄
道
会
社
が
計
画
さ
れ
た
明
治
二

十
年
前
後
か
ら
、
主
な
路
線
が
ほ
ぼ
敷

設
さ
れ
た
大
正
末
ま
で
の
も
の
で
す
。

展
示
は
後
期
も
あ
り
ま
す
の
で
、
「古

き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
」

と
い
っ
た
感
覚
で
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
企
画
展
で
は
二
　
・

つ
の
実
験
的
試
み
を
行

っ
て
み
ま
　
一

し
た
。
一
つ
の
試
み
は
、
公
文
書
館
の

展
示
の
独
自
色
、
特
徴
を
強
く
出

し
た
こ
と
で
す
。
公
文
書
館
の
鉄
　
一

道
展
示
は
、
利
用
者

へ
の

一
助
と
し
て

収
蔵
の
鉄
道
関
係
文
書
の
概
要
を
適
切

に
紹
介
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
当
館

が
収
蔵
す
る
鉄
道
関
係
の
県
庁
文
書
は
、

土
木
行
政
分
野
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が

大
部
分
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
れ

ら
を

一
つ
の
グ
ル
ー
プ

。
史
料
群
と
考

え
、
作
成
部
課
の
組
織
を
明
ら
か
に
し

て
展
示
紹
介
す
る
構
成
を
と
り
ま
し
た
。

も
う

一
つ
の
試
み
は
、
で
き
る
限
り

柔
ら
か
く
親
し
み
や
す
い
展
示
表
現
を

心
掛
け
た
こ
と
で
す
。
展
示
室
に
偶
然

に
足
を
踏
み
入
れ
た
方
で
も
、
関
心
を

持

っ
て
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ラ

ス
ト
を
入
れ
、
字
体
も
工
夫
し
、
ま
た

パ
ネ
ル
の
色
も
パ
ス
テ
ル
調
に
し
て
み

ま
し
た
。
従
来
の
展
示
か
ら
す
れ
ば
、

か
な
り
の
冒
険
で
し
た
が
、
お
客
様
の

反
応
は
概
ね
好
評
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

メ
イ
ン
の
三
つ
の
鉄
道
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
即
し
て
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
ま

し
ょ
う
。
「奥
羽
線
の
夜
明
け
前
」
で
は
、

明
治
二
十
年
に
県
の
後
押
し
で
計
画
さ

れ
た
秋
田
鉄
道
会
社
に
関
す
る
文
書
を

紹
介
し
ま
し
た
。

「奥
羽
線
の
建
設
と
私
鉄
」
で
は
、

明
治
二
十
五
年
の
鉄
道
敷
設
法
で
奥
羽

線
の
建
設
が
決
定
し
て
か
ら
、
三
十
八

年
に
奥
羽
線
が
全
線
開
通
す
る
ま
で
の

期
間
を
扱
い
ま
し
た
。
沿
線
町
村
の
路

線
誘
致
、
路
線
工
事
請
け
負
い
の
土
建

業
者

へ
の
国
道
使
用
許
可
な
ど
に
関
す

る
文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奥

羽
線
と
の
連
絡
を
目
的
と
し
た
も
の
の
、

不
況
で
幻
に
終
わ
っ
た
私
鉄
会
社
に
関

す
る
文
書
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

「支
線
の
建
設
と
鉄
道
輸
送
」
で
は
、

明
治
三
十
八
年
の
奥
羽
線
全
通
後
を
扱

い
ま
し
た
。
船
川
線
や
羽
越
線
な
ど
の

官
設
鉄
道
、
県
北
の
秋
田
鉄
道
や
県
南

の
横
荘
鉄
道
な
ど
私
設
鉄
道
の
建
設
が

具
体
化
し
た
時
代
で
す
。
ま
た
、
小
坂

や
花
岡
鉱
山
の
鉱
業
専
用
鉄
道
、
山
奥

か
ら
原
木
を
運
び
出
す
森
林
鉄
道
な
ど

に
関
す
る
文
書
も
展
示
し
ま
し
た
。

鉄
道
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
後
に
は
、
公

文
書
館
の
文
書
引
き
継
ぎ
と
保
存
、
ま

た
、
公
文
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
の
解

説
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
鉄
道

関
係
を
含
む
貴
重
な
県
庁
文
書
が
な
ぜ

保
存
さ
れ
て
き
た
の
か
を
説
明
し
、
公

文
書
館
の
重
要
性
に
つ
い
て
、　
一
般
に

理
解
を
広
め
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

今
回
の
企
画
展
は
、
開
催
前
に
展
示
文

書
の

一
つ
が

「幻
の
馬
車
鉄
道
」
と
し

て
新
間
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

鉄
道
研
究
家
の
方
も
含
め
多
く
の
方
に

関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（公
文
書
課
　
柴
田
知
彰
）

幻の私鉄計画のパネル

前期展示期間中の観覧者
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聴
儲
留
躍
黎
群
れ

Ｔ
金
一
浦
一
町

教

育

委

員

会

ド
拝
‥―
‐‐‐‐〓
Ｌ
‥
袖『酬
理
理
罐
」鰹
補
硝
■

金
浦
町
に
は
、
明
治
二
十
二
年
金
浦

村
が
成
立
し
て
か
ら
昭
和
三
十
年
に
至

る
ま
で
の
公
文
書

（
「金
浦
町
役
場
所

蔵
公
文
書
し

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
三
月
、
こ
の
文
書
が
役
場
か

ら
教
育
委
員
会
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

文
書
の
内
容
は
事
務
簿

・
議
事
録

・
決

裁
簿
等
で
あ
り
、
整
理
番
号
は

一
番
か

ら

一
九

一
番
ま
で
、
冊
数
に
し
て
三
百

冊
余
り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
史
料

は
町
史
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

日
下
執
筆
中
の

「金
浦
町
史
」
下
巻
の

編
纂
に
も
役
立

っ
て
い
ま
す

（上
巻
は

平
成
二
年
度
に
刊
行
）
。
史
料
は
フ
ア

イ
ル
に
分
類
さ
れ
ロ
ツ
カ
ー
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
書
庫
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
な
が
ら
史

料
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
特
に

戦
前
の
も
の
な
ど
劣
悪
な
紙
に
書
か
れ

た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
史
料
の
劣

化
等
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
膨
大
な
史
料
の
中
か
ら

ど
の
史
料
を
後
代
に
残
す

べ
き
か
、
い

わ
ゆ
る
史
料

の
選
別
の
問
題
も
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い

て
当
館
も
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一薔
■毛
・■
手
■
一

一
昨
年
の

「市
町
村
史
料
保
存
に
関

す
る
実
務
担
当
者
会
議
」
を
引
き
継
ぐ

形
で
、
六
月
二
十
四
日
、
当
館
多
日
的
ホ

ー
ル
を
会
場
に

「市
町
村
史
料
保
存
機

関
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
市
町
村
行
政
機
関
の

古
文
書
を
含
む
文
化
財
の
保
存
に
関
わ

る
職
員
、市
町
村
史
料
保
存
利
用
施
設
の

実
務
担
当
者
、市
町
村
史
編
纂
室
の
史
料

収
集
や
整
理
等
に
関
わ
る
実
務
担
当
者

を
対
象
に
し
た
も
の
で
、県
内
三
十

一
市

町
村
か
ら
二
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
情
報
提
供

「史
料
の
整
理

・
保
存
に
つ
い
て
」

煙
山
英
俊

当
館
職
員
に
よ
り
、
史
料
の
整
理

・

保
存
を
行
う
と
き
の
基
本
や
ポ
イ
ン
ト
、

史
料
を
取
り
扱
う
際
の
諸
注
意
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
説
明
し

ま
し
た

（七
十
五
分
）
。

二
、
全
体
協
議

テ
ー
マ
①

「市
町
村
史
刊
行
と
そ
の

後
の
状
況
に
つ
い
て
」

各
市
町
村
の
状
況
や
問
題
点
等
を
参

加
者
全
員
か
ら
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

市
町
村
史
編
纂
の
際
せ
っ
か
く
集
め
た

史
料
も
そ
の
後
の
所
在
が
は
っ
き
り
し

な
く
な
っ
た
事
例
、
史
料
の
保
管
場
所

に
苦
慮
し
て
い
る
事
例
、
古
文
書
を
読

め
る
人
が
少
な
く
史
料
整
理
が
進
ま
な

い
事
例
等
、
担
当
者
が
現
場
で
抱
え
る

　

７

問
題
の
多
様
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
担
当

者
ど
う
し
が
情
報
交
換
を
す
る
場
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
テ
ー
マ
②

「今
後
の
当
会
の
運
営
の

仕
方
に
つ
い
て
」

主
に
当
会
の
組
織
化
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
組
織
化
を

望
む
意
見
が
多
く
、
具
体
的
な
進
め
方

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
当
館
と
し
て

も
今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

（テ
ー
マ
①
、
②
と
も
八
十
分
）
。

ン
椿
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本
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
を
、
八

月
五

・
六
日
の
両
日
、
当
館
多
目
的
ホ

ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
古
文
書
解
読
を
通
し

て
歴
史
の
実
証
的
な
研
究
方
法
を
学
ぶ

こ
と
を
講
座
の
日
的
と
し
て
、
開
館
以

来
毎
年
開
講
し
て
い
る
も
の
で
す
。
当

日
は
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で

四
六
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
内
容

（両
国
と
も
同
内
容
）
は

以
下
の
通
り
で
す
。

講
座
①
　
秋
田

。
南
部

・
津
軽
の
境
目

関
係
史
料
　
　
　
伊
藤
勝
美

講
座
②
　
藩
主
夫
人
の
書
状
柴
田
次
雄

講
座
０
で
は
、
秋
田
藩
が
宍
戸
に
転

封
し
た
秋
田
実
季
に
、
南
部

・
津
軽
藩

領
と
の
境
目
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た

事
に
対
す
る
返
答
に
あ
た
る
書
状
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
絵
図
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、
史
料
が
比
較
的
少
な
い
近
世
初

頭
の
秋
田
に
光
を
当
て
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
講
座
②
で
は
、
秋
田
藩
二
代
藩

主
佐
竹
義
隆
の
正
室
で
あ
っ
た
光
衆
院

の
手
紙
を
教
材
と
し
て
、
仮
名
文
字
の

解
読
方
法
を
学
ぶ
と
共
に
、
藩
政
を
陰

か
ら
支
え
た
女
性
た
ち
を
通
し
て
、様
々

な
角
度
か
ら
歴
史
を
捉
え
て
み
る
こ
と

の
意
義
を
考
え
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
今
後
も
受
講
者
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、　
一
層
充
実
し
た

講
座
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

一碧
・獅
■
素
・■
勒
一

今
号
で
は
、
利
用
者
の
声
の

「番
外

編
」
と
し
て
県
庁
職
員
の
職
務
利
用
の

状
況
を
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。
公
文
書

館
の
役
割
に
は
、
こ
の
よ
う
な

一
面
も

あ
る
こ
と
を
お
知
り
載
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、　
一
般
に
閲
覧
利
用
で
き
る

資
料
の
紹
介
と
し
て
も
充
実
し
た
紙
面

内
容
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（柴
）

ご
自
分
の
家
の
系
図
を
捜
し
に
来
館

さ
れ
る
方
が
時
々
い
ら

っ
し
や
い
ま

す
。
史
料
群
の
中
か
ら
お
目
当
て
の
系

図
が
見
つ
か
る
と
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な

り
ま
す
。
い
つ
で
も
同
質
の
情
報
を
取

り
出
せ
る
よ
う
に
史
料
を
整
理

・
保
存

す
る
の
が
当
館
の
使
命
で
す
。
（煙
）

公
文
書
館
だ
よ
り

第
七
号

平
成
九
年
十
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
本
　
毅
）

〒
〇

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

容
（〇

一
八
八
と
全
′
‐
、
―
八
三
〇

一

印
刷
　
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社

■||・1  公文書館利用案内  ■|■
○開館時間

平   日  9:00～ 19:00
土 。日曜日  9:00～ 17:00

0休館日
。国民の祝日及び振替休日

・月曜日 (毎月第 3日 曜日の翌日除く)
。毎月第 3日 曜日

・資料整理日 (月 の初日)

・特別整理期間 (8月 ～ 10月 中の 15日 間)
。年末年始 (12月 28日 ～ 1月 3日 )

青森                        能
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●
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役
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●

北
都
銀
行

●
本
店

●
児
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館

生
涯
学
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タ
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